
2006 年度 

 

科目名 
 

仏教思想 

対象学科・学年 
  文学部日文3回生 教育教福3回生 
 文学部英語3回生  
 文学部教福3回生  
 文学部文財3回生 
 文学部コミ3回生 

担当者 
 

梯 信暁 

授業テーマ 
 仏教諸宗の思想と歴史 
授業の概要と目標 
 今年度は「浄土宗」を扱います。阿弥陀仏を信仰し極楽への往生をめざす宗教を浄土教と名づけます。浄土教はインドに発生

し、大乗仏教の一形態として展開します。その思想を体系化し「浄土宗」という学派をたてたのは法然です。インド・中国・日

本の浄土教を概観して、法然思想の源流を求めてゆきたいと思います。 

【前期】は、インドにおける浄土教経典の成立と展開を概観します。 

【後期】は、中国における浄土教教理の組織、古代・中世の日本における阿弥陀仏信仰の展開を概観します。 
評価方法 
 期末レポート（80％）・出席状況（20％） 

テキスト 
 プリントを配布します。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 『新・八宗綱要－日本仏教諸宗の思想と歴史－』 

著者 
 大久保良峻 

出版社 
 法蔵館 

授業スケジュール・内容 

  

 (1)オリエンテーション：講義の目標と内容の概説 

 (2)阿弥陀仏信仰の起源 

 (3)浄土教経典の思想①：『無量寿経』－その１－  

 (4)浄土教経典の思想②：『無量寿経』－その２－  

 (5)浄土教経典の思想③：『無量寿経』－その３－          

 (6)浄土教経典の思想④：『無量寿経』－その４－            

 (7)浄土教経典の思想⑤：『阿弥陀経』           

 (8)浄土教経典の思想⑥：『般舟三昧経』           

 (9)浄土教経典の思想⑦：『観無量寿経』－その１－ 

(10)浄土教経典の思想⑧：『観無量寿経』－その２－ 

(11)浄土教経典の思想⑨：『観無量寿経』－その３－ 

(12)インドの浄土教論書①：龍樹の「易行品」  

(13)インドの浄土教論書②：世親の『浄土論』－その１－ 

(14)インドの浄土教論書③：世親の『浄土論』－その２－ 

(15)インドの浄土教論書④：世親の『浄土論』－その３－ 

(16)浄土教経典の伝訳と廬山慧遠 

(17)曇鸞の『往生論注』－その１－ 

(18)曇鸞の『往生論注』－その２－ 

(19)隋唐時代の浄土教①：浄影寺慧遠の浄土思想 

(20)隋唐時代の浄土教②：地論・摂論学派の浄土観 

(21)隋唐時代の浄土教③：善導の浄土教思想 

(22)新羅時代の浄土教①：新羅時代の浄土教典籍 

(23)新羅時代の浄土教②：元暁・法位・玄一・義寂・憬興 

(24)奈良時代の阿弥陀仏信仰 

(25)平安時代初期の浄土教 

(26)摂関期の阿弥陀仏信仰と叡山浄土教 

(27)良源と源信 

(28)院政期の阿弥陀仏信仰 

(29)永観と珍海 

(30)法然と浄土宗 

 


